
 

 

 

 

 
 

この「のびるよ そだつよ」は、本校が進めている研究活動を保護者の皆様にご紹介するための

研究便りです。研究内容や研究授業の日程、子供たちの様子等をお知らせしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 のびるよ そだつよ 
国立市立国立第五小学校 研究便り 

校長 向井 美紀 

   NO.１ 令和３年５月１１日 

（編集：国立第五小学校 研究部） 

≪今年度の研究授業予定≫  

５月１９日（水）６年生       ６月 1４日（月）２年生 

９月 ７日（火）つくし      １０月１８日（月）３年生 

１０月２７日（水）専科（音楽）   １１月１１日（木）５年生      

１月２６日（水）４年生       ２月 ９日（水）１年生  

※変更することもあります。詳細は学校だより等でご確認ください。 

※研究授業該当クラスの下校は14時15分頃、その他のクラスは13時15分頃となります。 

  

 

「主体的に伝え合う児童の育成に向けて」 

今年度の研究も昨年から引き続き、研究主題を「主体的に伝え合う児童の育成」として取り組ん

でいきます。自分の思いを相手に伝え、相手の考えを聞き、どうしたらよりよい解決ができるのか

を共に考えていくことはこれからを生きていく子供たちには欠くことのできない力です。学習の場

だけではなく、生活上の様々な場面で求められる力だと言えます。相手の立場に立って考えること

も、自分の立場を論理的に伝え分かってもらうことも、よりよい生活を進めていく上で大切です。

また「今日の風はいい気持ちだね。」とか、「あの空の向こうにはどんな世界が広がっているのだろ

う。」などの、感性や想像力に富んだ「伝える」ということも、大いに伸ばしていきたいもので

す。伝え合うことが、豊かな子供たちを育んでいってくれるのではないかと考えます。 

研究の中では国語科の授業を通して「主体的に伝え合う児童の育成」を目指します。国語科の使

命である生きて働く言葉の力を付けるということ、さらに身に付けた言葉の力を活用して学びを深

めたり広げたりすることを考えていきます。そして、6年間の学びのゴールの姿として、「課題と

対話し、自分と対話し、友達と対話することで、学びを広げ深める子」になることを目指します。

対話という言葉には、「向かい合って話をする」という意味のほかに、「物事と向き合って精神的に

互いを感じ合うこと」という意味もあります。じっくりと課題に向き合い、自分の心の中にあるも

のを引き出し、それを友達と交流することができたら、きっと豊かな学びができると考えます。授

業の中でその経験をすることができたら、子供たちの力は生活のあらゆる場面に広がっていくこと

でしょう。私たち教師も研究授業を通して、主体的に伝え合い、子供たちにとってよりよい授業づ

くりをしていけるように努力します。 

                            研究主任  磯田 りえこ 


